
もっと事例を掲載してほしい

福祉制度と民生委員の関わりが知りたい

活動記録の解説を増やしてほしい

みんなでワイワイ遊び感覚で
できるものがいい

例えば……

つなぐ
創刊号に引き続き、第２号のテーマも「つなぐ」です。
住民と福祉サービスを「つなぐ」、関係機関と委員を「つなぐ」、
委員同士を「つなぐ」……etc
「つなぐ」活動には、その対象や立場に応じて、様々な広が
りがあります。皆さんの「つなぐ」活動を考えてみましょう！

つなぐ・つなげる・つながる……

ひだまり
ー 学ぶ・話す・考える ー

１ 事例を通して、委員個々の、そして地区民児協としての「つなぐ」活動を
考えてみましょう。（創刊号時に配布の「事例検討の手順」参照）
本号は、「児童委員」に関する３つの事例を掲載しています。
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３

Ｖ
平成24年３月

60 分でできる実践活動検討

皆さんの地域には、福祉向上のために活躍する心強い仲間がいます。今回、
ご紹介するのは皆さんの身近で活躍する「社会福祉士」です。

地域で活躍する仲間たち～専門職編～

皆さんは、委員仲間のことをどのくらいご存知ですか？
仲間同士でワイワイ楽しみながら、お互いの愛してやまないものを語りあっ
てみましょう。

偏愛マップを作ってみよう

平成 22 年 12 月に発行した「活動記録記入マニュアル」内の「活動記録
記入例（Ｐ34 ～ 39）」の解説を掲載します。

活動記録の作成

（Ｐ２～７）

（Ｐ８～11）

（Ｐ12～ 14）

（Ｐ15）

※「ひだまり」本文中の表記について
民生委員・児童委員、主任児童委員…「民生委員」又は「児童委員」、　民生委員・児童委員協議会…「民児協」、　社会福祉協議会…「社協」

ol.２
お知らせ

編集後記

「ひだまり」へのご意見募集！

　第２号では、「社会福祉協議会とのつながり」を特集する

予定でしたが、都合により予定を変更してお届けしました。

変更に伴う発行の遅延については、お詫び申し上げます。

　本号の「１．実践活動検討」では、児童に対する虐待や

見守り活動、サロン活動に関する３つの事例を、また「２．

地域で活躍する仲間たち」では皆さんの身近で活躍する社

会福祉士をご紹介しました。

　第３号では、当初予定していた「社協とのつながり」に

ついて特集する予定です。（平成 24 年７・８月発行予定）

　「○○について載せてほしい」、

「もっと内容をわかりやすく」など、

「ひだまり」に関することなら何で

も結構ですので、下記宛てに是非ご

意見・ご要望をお寄せください。

（連絡方法は、下記いずれでもかま

いません）

連絡先

電話：043-246-6011
FAX：043-248-0084
E-mail：home@chiba-minkyo.or.jp
住所：〒260-0026　千葉市中央区千葉港４－３　千葉県社会福祉センター

電話：043-246-6011 ／ FAX：043-248-0084　E-mail：home@chiba-minkyo.or.jp

発行人 ／ 財団法人 千葉県民生委員児童委員協議会　会長　大野 トシ子

発行日 ／ 平成 24 年３月９日

発行所 ／ 財団法人 千葉県民生委員児童委員協議会
〒260-0026　千葉市中央区千葉港４－３　千葉県社会福祉センター

企画・編集等 ／ 財団法人 千葉県民生委員児童委員協議会・合同会社 泉惠造研修企画工房

※本冊子は、一部皆様の善意による共同募金の配分によって発行されています。



　このコーナーでは、毎号皆さんに身近な事例を掲載していきます。第２号では、児童に関する３つの事例を

取り上げましたので、各設問（STEP）に沿って、皆さんで事例について話し合ってみましょう。

　また、事前に別紙「事例検討の手順（創刊号時に配布）」を参考にして進めてみましょう。

１ ～事例からつながりを考える～60 分でできる実践活動検討．

２

ある母子家庭のネグレクト状態への支援

　Ａさん家族が、市内転居でこの学区に引っ越してきたのは、平成 20 年４月のことでした。すでにこの時

点で、姉弟の服装は不潔で、体からは異臭も漂い、食事もまともに与えられていないという、いわゆるネグ

レクト状態でした。姉弟とも、登校は毎日してくるものの、時間はまちまちでした。学用品の忘れ物も多く、

その都度担任の先生がＡさんと話し合っても、改善されるのはせいぜい２・３日程度。その後は、再び元の

状態に戻るという繰り返しでした。Ａさんは、夜から翌朝にかけて仕事で外出することが多く、子育ての知

識や意欲も乏しく、子どもたちは満足な養育を受けていなかったのです。

　間もなく、学校から教育委員会に連絡が入りました。当時、私（児童委員）は PTA の役員を務めており、

学校でよくこの姉弟を見かけ気がかりに思っていました。そこで、校内で見かけた時に声をかけたり、散歩

のついでに家を訪問したり、地域ボランティアが実施している夏の子ども映画会へ姉弟を誘って一緒に過ご

したり、つかず離れず見守っていました。Ａさんには、児童相談所や市役所児童家庭課、学校などが生活改

善等の支援を行っていました。

テーマ

　学校の先生の中には、Ａさん宅が通勤途中ということもあり、毎朝Ａさん宅の窓を叩いて姉弟を起こし登

校につないでいたので、以前よりは早く学校に行くこともできていました。しかし、残念なことに、その先

生が平成 21 年３月で定年退職されたため、再び以前のような遅刻が始まってしまったのです。さらに、夏

休みが明けて秋頃になると、学校から私にも「最近、姉弟の様子がひどくなってきた」という報告がきました。

先生とも相談しましたが、このままでは、いつかいじめや不登校にもつながる可能性があるということで、

私が二人を起こす役目を担うことにしました。平成 22 年１月、Ｂちゃん（当時、小学３年生）の冬休みが終

わる頃でした。

　午前７時半頃に、Ａさん宅に行き、窓を叩いて二人を起こし、支度ができるのを待って学校まで送り届け

るということを、基本的には全登校日実施しました。しかし、いざ始めると、姉弟喧嘩から始まり忘れ物を

した、お腹が痛いなど、毎日何らかのアクシデントがありました。加えて、母親の帰宅が遅い朝は起こすの

にも時間がかかり、服は昨夜のまま、入浴も洗面も歯磨きも朝食もない状態の姉弟を、励ましたり、なだめ

たりしながら学校に送り届けるのが精一杯でした。

　今後、母親のネグレクト状態が改善され、ＢちゃんやＣくんにとっても最良な生活状態を作っていくため

に、私自身はどのように関わっていけばよいか、模索している毎日です。
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事例１

　第２号では、記入マニュアル「活動記録記入例（Ｐ34 ～ 39）」No３・４の設問とその解説です。

４活動記録の作成

市の福祉課から依頼された調査のため、高齢者宅を５軒訪ねて聞き取り調査をしたが、２軒
は留守だった。
同日中に、その２軒を再訪すると１軒は調査できたが、１軒は留守のままだった。
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相談・支援件数 そ の 他 の 活 動 件 数 訪 問 回 数 連絡調整回数

（５）（２） （４）（１） （10）（３） （６） （８） （９）（７） （11）

　「調査・実態把握（１）」には、調査等を行った件数を記入します。また、対象者の方に調査を打

診し拒否された場合も、「調査を行った」と判断し件数に含めます。ただし、留守で調査を行うこと

ができなかった場合は、件数には含めません。例題の場合、１回目の訪問時に高齢者宅５軒のうち

３軒で調査を行いました。２回目の訪問時に、さらに１軒調査を行うことができましたので、「調査・

実態把握（１）」は４件となります。

　次に、「訪問回数－その他（８）」は、留守・拒否等に関わらず、訪問した延べ件数（再訪も含む）

を記入します。１回目の訪問時に５軒、２回目の訪問時に２軒を訪問しているので、７件となります。

先日、急病で入院したひとり暮らし高齢者のＢさんの病状について、息子さんへ電話をして
様子を伺った。

　例題の場合、実態を把握するために対象者宅に電話をかけていますので、「調査・実態把握（１）」

と「訪問回数－その他（８）」に１件ずつ件数を記入します。

　なお、電話の際、（例題の場合は息子さんから）相談を受けたり、具体的な支援方法について話を

した場合は、「相談・支援件数（内容・分野）」に該当する番号を記入することになります。

記 入 例

No.３

No.４

No.３

No. ４

解　説

設 問

No.３

No.４

No.２
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母親Ａさん（31 歳）、Ｂちゃん（姉、小学５年生）、Ｃくん（弟、小学４年生）の３人家族。（平成 24 年３月現在）

.



～事例からつながりを考える１～

エ コ マ ッ プ ？

要支
援者

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

良好な関係

希薄な関係

普通の関係

ストレス・葛藤
のある関係

働きかけの方向

人物・関係機関

　相関図のことです。支援を要す
る方を中心に、その課題に関わる
（と思われる）関係者や関係機関
を図で表したものです。下記のよ
うな関係を表す線を使って、対象
者と支援者、支援者同士をつない
でいきます。

（記入例）

普通の関係
で働きかけ

ストレス・葛藤

人の名前や
関係機関名

良好な関係
で働きかけ

良好な関係

（線の種類）

無 線 関係性なし

課　題 目標や解決方法 優 先
順 位

登場人物と
その関係

A B
ちゃん

C
くんさん

児 童
委 員

現在、Ａさん、Ｂちゃん、Ｃくんには、どのような人が関わっていますか？
エコマップを作って確認してみましょう。

STEP１ 登場人物とその関係を確認する

STEP２ 今後のつながり、課題・解決方法を確認する

２．Ａさん、Ｂちゃん、Ｃくんにとっての課題を挙げ、目標や解決方法とあ
　  わせて、取り組む場合の優先順位を記入してみましょう。

１．この事例に登場する「私（児童委員）」は、今後どのようなつながり
　　をもっていくとよいでしょうか？　主任児童委員との連携も含め、
　　上記のエコマップに” 色を変えて” 記入してみましょう。

今回のような事例が生じたとき、地区民児協として、どのような対応ができるかを話し合いましょう。

STEP３ 全員で最後に確認する

※「○」は、すべて埋める必要はありません。新たに加えても構いません。

自 分
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記入用紙 愛してやまないものを、自由に書き出してみましょう
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